
3年前の8月の暑い日に、私は急性心筋梗塞でグループ病院にお世話

になり１ヶ月ほど入院してしまいました。不思議なことに入院中～退

院後3ヶ月くらいまでは、喫いたいと思うことなく過ごしていました

が「喉元過ぎれば熱さを忘れる」の例え通り、退院して８ヶ月を過ぎ

た５月のGWにとうとう「喫いたい」という衝動が押さえられなくな

り、禁断の果実に手を出してしまいました。以前は1日30本近く喫う

ヘビースモーカーでしたが、家族にも、職場の仲間にも「禁煙しない

と！」と言われており、現在は1日6～8本になりました。まだまだ魔

力に勝てません。今は、入院した経験を活かして「患者さまに寄り添

える臨床検査技師でありたい」と日々精進しています。

臨床検査 技師長

樋口 義春

「プラザイムス」は、患者さま、ご家族のみなさまに院内やIMSグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。

『あじさい～Ortensia（イタリア語）～』の由来は病院脇に咲いていて、花言葉に【辛抱強い愛情】【家族の結びつき】と
あります。花言葉の通り、職員一丸となって深い愛情をもって接していきます。

IMSグループ　広報誌
プラザイムス Ortensia

イムス横浜狩場
脳神経外科病院
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令和元年8月20日（火）院内で納涼祭をが行われ、多くの職員と家族が参

加し、来賓としてＩＭＳグループ会長中村哲也先生をお迎えし、開催しまし

た。

今年は、ハワイアンを全面に出した演出と装飾で、職員全員がアロハシャツ

で参加しました。

また部署対抗ゲームでは、腰蓑を付けた職員が部署の誇りを掛けて勝負に

挑み、会場は大いに盛り上がりました。

メインイベントは、リハビリテーション科職員によるフラダンスショーで

す！

1か月前から練習を重ね、本番は職員皆が注目する中、緊張した面持ちで

したが、初心者とは思えないショーを披露し、大成功を収めました！！

来年は、どんな会になるか今から楽しみです。

納涼祭～ハワイアンフェスティバル～



保土ヶ谷区自衛消防技術訓練会

ＫＹＴ医療安全研修

院内消防訓練

『医療安全』 良し

令和元年9月19日（木）に保土ヶ谷区自衛消

防隊消防技術訓練会が開催されました。今回は

屋内消火栓操法Ⅱの部門にて男性2名・女性2名

の混合新体制チームとして臨みましたが、結果

は惜しくも第3位で保土ヶ谷区代表とはなりま

せんでした。昨年は男性のみ4名での最優秀で

したので、女性2名が入ったことを考えると最

優秀に等しい健闘であったと捉えます。

今後も防災の意識を高め、院内防災対策に取

り組んでいきたいと思います。

令和元年10月に全職員を対象とし

た「KYT医療安全研修」を行いまし

た。

「KYT」とは「危険・予知・ト

レーニング」の頭文字の略称であり、

身近な背景に潜む危険を一早く察知し

対応していくためのものです。多職種

多様な意見を出し合い、いろいろな視

点からある一場面に潜む危険を探し出

し、参加者みんなで安全意識を高める

ことができました。

今後も職員同士が協力し、事故を未

然に防ぎ安全の提供ができるようにし

てまいります。

令和元年10月30日（水）

院内においての消火訓練が開

催されました。

屋内消火栓および消火器の

使用方法を学び、火災発生時

の初期動作を各部署の職員が

集まり意識を高めました。

今後も迅速な対応ができる

ように取り組んでいきたいと

思います。
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今号編集担当

リハビリテーション科 副主任

郷 愛

編集後記
台風の影響で今年の運動会は中止となり、今号は納

涼祭や学会が中心の内容となっております。11月に入

り、肌寒い日が増えて秋らしい季節となりましたね。

秋といえば食欲の秋ともいいますが、皆さんは何を

思い浮かべますか？私は梨や栗ごはんが大好きなので、

今年もたくさん食べようと思います！

皆様も心身ともに疲れた身体を美味しい

食べ物で癒して、秋を感じながら

過ごしてくださいね。

第17回 神奈川県作業療法学会

令和元年7月21日（日）に第17回神奈川県作業療法学会がメルパルク

横浜で開催されました。テーマは”新たな作業療法時代へ 〜change & 

challenge〜”ということで、新しい時代に合った新しい技術や考え方な

どに挑戦するべく多くの作業療法士が研究や介入の成果を発表しました。

当院からは野中臨太郎さんが「ポケモンGOが出来るようになり、コ

ミュニティーの場を再構築した症例」、井上里菜さんが「家事動作を獲

得したことで、家族の中での存在意義を見出した症例～COPMを用いて

フレイルの脱出を目指して～」というテーマで発表しました。大きな会

場でたくさんの聴講者が来ており、多くの質疑応答がなされていました。

第17回 日本神経理学療法学会学術

令和元年９月28日（土）と29日（日）に第17回日本神経理学療法学会学術大会

一歩先へ～One more step forward～がパシフィコ横浜で開催されました。

2日間にかけて2,458名の参加があり、とても多くの理学療法士が参加されま

した。

当院からは今年新入職員として入職した倉橋 孝典さんが「運動能力を発声・書字

において言語表出したときの運動学習効果」というテーマで発表をしました。初めて

の学会発表でしたが、これまでに学んだ内容をしっかりとまとめ、皆さんに伝えるこ

とができました。今回ご指導頂いた内容を今後の臨床に生かし、より一層患者様に貢

献していってもらえたらと思います。


